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日
本
変
革
の
時
代
と

労
働
組
合
の
役
割

日
本
再
生
改
革
の
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
へ
と
視
点
大
き
く

　

ア
ジ
ア
の
首
脳
の
間
で
、
声
が
出
て

い
る
こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
は
、「
世
界

地
図
か
ら
日
本
が
消
え
始
め
て
い
る
。

少
な
く
と
も
ア
ジ
ア
の
中
で
日
本
の
存

在
感
が
薄
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
国
際

社
会
で
の
日
本
の
地
位
も
急
速
に
低
下

し
て
い
る
」
と
い
う
警
告
で
あ
る
。
一

方
で
、
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
を
一
つ
の

経
済
圏
と
と
ら
え
る
視
点
は
、
市
場
で

は
広
が
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

与
党
民
主
党
へ
の
評
価
軸
の
一
つ
は
、

「
汎
ア
ジ
ア
」
で
あ
る
。
一
国
だ
け
政
府

が
肥
大
化
し
、
市
場
の
分
配
機
能
を
損

な
う
政
策
を
と
れ
ば
、
成
長
資
金
は
域

内
の
他
国
に
逃
げ
る
こ
と
は
鳩
山
論
文

で
指
摘
さ
れ
て
い
る
、

　

今
、
重
要
な
こ
と
は
「
日
本
の
国
家

の
あ
り
か
た
自
体
」
を
見
直
す
こ
と
、

そ
し
て
、日
本
の
「
世
界
戦
略
」
を
は
っ

き
り
打
ち
出
す
こ
と
で
あ
る
。
労
働
組

合
も
、
職
場
、
賃
金
の
問
題
の
み
に
終

始
停
滞
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
日
本
再

生
改
革
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
へ
と
視
点
を
大

き
く
し
、
社
会
へ
の
貢
献
に
意
欲
を
燃

や
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

日
本
を
取
り
巻
く
国
際
政
治

の
現
実
を
直
視
せ
よ

　

米
国
主
導
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
時

代
は
終
わ
り
、多
様
化
の
時
代
に
向
か
っ

て
お
り
、
新
自
由
主
義
か
ら
の
離
脱
、

金
融
規
制
の
強
化
の
課
題
が
残
さ
れ
て

い
る
。

　
「
日
米
安
全
保
障
条
約
」
で
、
日
本
は

米
国
の
核
の
傘
下
に
あ
り
、
今
後
の
現

実
的
対
応
は
複
雑
、
至
難
で
は
あ
る
が
、

「
米
国
と
対
等
」
を
旗
印
と
考
え
る
信
頼

安
定
の
主
体
的
外
交
を
前
面
に
出
さ
ね

ば
な
ら
ぬ
。「
日
本
は
独
自
の
路
線
を

歩
む
が
可
」
と
中
国
の
外
交
筋
は
説
き
、

日
中
の
経
済
関
係
が
強
化
拡
大
し
つ
つ

あ
る
中
で
、「
米
国
の
傘
は
不
要
」
と
結

論
づ
け
る
に
は
日
本
を
取
り
巻
く
国
際

政
治
の
現
実
は
決
し
て
甘
く
な
い
。
そ

の
認
識
と
自
覚
を
超
え
て
今
、
日
本
は

米
国
と
ア
ジ
ア
を
連
携
す
る
重
要
な
役

割
を
確
立
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

世
界
経
済
を
大
き
く
混
乱
さ
せ
た
マ

ネ
ー
資
本
主
義
は
欠
陥
を
さ
ら
け
出
し

た
が
、
一
方
で
従
業
員
や
消
費
者
を
重

視
す
る
日
本
の
経
営
方
式
、
労
使
関
係

中
條
毅

ち
ゅ
う
じ
ょ
う
・
た
け
し
　

１
９
２
０
年
三
重
県
生
ま
れ
。
１
９
４
４

年
同
志
社
大
学
文
学
部
卒
、
京
都
府
地

方
労
働
委
員
会
勤
務
の
後
、
同
志
社
大

学
助
手
、
専
任
講
師
、
助
教
授
を
経
て

１
９
６
０
年
同
志
社
大
学
教
授
に
。
後
イ

リ
ノ
イ
大
学
労
使
関
係
研
究
所
客
員
教

授
、
京
都
大
学
経
済
学
部
嘱
託
講
師
、
同

志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
長
、
同
志
社

大
学
文
学
部
長
、
京
都
府
地
方
職
業
安
定

審
議
会
会
長
、
大
阪
府
雇
用
創
出
政
策
会

議
労
働
部
会
長
、
京
都
府
産
業
労
働
問
題

懇
話
会
座
長
、
京
都
府
地
方
家
内
労
働
審

議
会
会
長
、
枚
方
市
労
働
問
題
対
策
委
員

協
議
会
会
長
、日
本
労
務
学
会
常
任
理
事
、

日
本
労
使
関
係
研
究
協
会
理
事
、
日
本
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
理
事
、
関
西
国

際
産
業
関
係
研
究
所
長
な
ど
を
経
て
、
同

志
社
大
学
名
誉
教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
商

学
博
士
、
日
本
労
務
学
会
名
誉
会
員
、
日

本
労
使
関
係
研
究
協
会
名
誉
理
事
、
Ｉ
Ｍ

Ｆ

－

Ｊ
Ｃ
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス

運
営
委
員
長
。

同
志
社
大
学
名
誉
教
授
　
中
條　

毅
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を
評
価
す
る
機
運
は
持
続
さ
れ
て
い
る
。

わ
が
国
の
「
技
術
革
新
力
」、「
生
産
工
程

の
先
進
性
」
は
世
界
一
で
あ
り
、
今
後
の

ア
ジ
ア
共
同
体
の
中
心
課
題
と
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

一
方
、
中
国
製
造
業
は
相
次
い
で
先

進
国
に
研
究
開
発
拠
点
を
新
設
、
さ
ら

に
Ｍ
＆
Ａ
で
海
外
の
研
究
開
発
拠
点
を

一
気
に
手
中
に
収
め
る
ケ
ー
ス
も
増
加

し
て
い
る
。

　

私
は
18
歳
の
時
、
満
州
に
飛
び
出
し

て
荒
涼
た
る
国
境
の
町
で
、
中
国
人
労
働

者（
苦
力
：
ク
ー
リ
ー
）と
仕
事
を
し
た
が
、

当
時
の
日
本
帝
国
主
義
植
民
地
主
義
に

疑
問
を
持
ち
、出
直
し
を
誓
っ
て
大
学
に

進
学
を
し
た
。
し
か
し
今
度
は
、
学
徒

出
陣
で
駆
逐
艦
に
乗
り
組
み
、
米
国
と

闘
う
宿
命
を
負
っ
た
が
、
戦
後
は
イ
リ

ノ
イ
大
学
客
員
教
授
で
手
厚
い
処
遇
を

受
け
、
母
校
に
労
使
関
係
学
科
（
産
業
関

係
学
科
）と
研
究
所
を
創
設
し
た
。
中
国
・

米
国
は
共
に
自
分
の
青
春
を
独
占
し
た

が
、
何
れ
も
権
力
の
行
使
・
支
配
・
被

支
配
の
不
幸
な
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
を

残
念
に
思
う
晩
年
で
あ
る
。

東
ア
ジ
ア
と
日
米
の
結
合
は

日
本
の
使
命

　

米
国
の
一
極
構
造
が
崩
れ
た
21
世
紀

初
頭
の
今
、
両
大
国
の
焦
点
に
立
つ
日

本
が
、「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
想
」
の
意

義
を
重
視
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
そ

れ
は
米
国
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
合
理
主

義
と
矛
盾
は
し
な
い
と
思
う
。

　

多
様
化
時
代
、
東
ア
ジ
ア
と
日
米
を

ど
う
結
合
す
る
か
、
そ
れ
は
日
本
の
使

命
で
あ
り
、
そ
の
好
機
は
世
界
経
済
の

変
化
発
展
の
中
か
ら
押
し
寄
せ
て
き
て

い
る
。

　

中
国
の
成
長
に
世
界
経
済
が
支
え
ら

れ
て
い
る
と
い
う
構
図
が
高
ま
り
、
昨

秋
ま
で
世
界
経
済
を
リ
ー
ド
し
て
き
た

米
国
は
、
財
政
赤
字
が
前
年
度
の
３
．

１
倍
と
第
二
次
大
戦
後
最
大
と
な
り
、

個
人
消
費
が
下
降
を
続
け
、
米
欧
経
済

の
失
業
率
は
高
く
、
日
本
の
倍
近
い
。

　

社
会
主
義（
ソ
連
）
は
崩
壊
し
、
資
本

主
義
の
メ
ッ
カ
米
国
は
行
き
詰
ま
り
の

中
で
、
社
会
主
義
市
場
経
済
の
中
国
経

済
の
政
策
頼
み
に
先
行
き
不
透
明
感
も

漂
う
が
、
高
成
長
が
続
く
中
国
に
対
し
、

世
界
経
済
け
ん
引
役
の
期
待
が
消
え
ず
、

む
し
ろ
高
ま
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。

　

問
題
は
米
国
の
証
券
業
務
の
好
調
の

裏
側
で
失
業
や
企
業
の
破
綻
が
増
え
て

い
る
。
雇
用
の
悪
化
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
の
は
企
業
の
側
で
採
用
や
投
資

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
利
益
追
求
に
奔
走
す

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
経
済
の
動

き
は
日
本
に
も
波
及
し
、
日
本
経
済
か

ら
見
れ
ば
、
経
済
成
長
の
源
泉
を
ア
ジ

ア
内
需
に
求
め
、『
ア
ジ
ア
シ
フ
ト
』
の

指
向
は
、
内
需
の
自
信
な
さ
を
輸
出
で

補
い
を
か
け
る
日
本
に
と
っ
て
の
成
長

指
向
と
も
な
る
。
そ
れ
は
労
働
条
件
・

コ
ス
ト
下
げ
の
雇
用
問
題
を
大
き
く
し

て
い
る
。

新
政
権
の
支
え
と
し
て
雇
用
、

国
民
生
活
の
安
定
重
視
に
全

力
を

　

働
く
人
た
ち
全
体
の
雇
用
の
確
保
、

労
働
条
件
の
改
善
は
、
総
評
・
同
盟
の

戦
線
統
一
後
の「
連
合
」
の
強
調
す
る
基

本
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、そ
の「
連
合
」

こ
そ
、
新
政
権
の
大
き
い
支
え
基
盤
で
も

あ
っ
た
。

　

雇
用
緊
急
対
策
と
し
て
政
労
使
の
戦

略
会
議
が
設
置
さ
れ
た
。
雇
用
対
策
に

つ
い
て
は
、
日
本
経
済
の
成
長
策
と
労

働
市
場
の
機
能
を
重
視
す
る
戦
略
を
後

退
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
新
政
権
構
想
に
は
成
長
戦
略
は

第
二
義
に
置
か
れ
て
い
た
。
ハ
ブ
空
港

対
策
で
一
部
こ
れ
を
活
性
化
し
た
だ
け

で
、「
雇
用
問
題
」に
は
幾
つ
か
の
難
し
い

宿
題
が
出
さ
れ
て
い
た
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
、
環
境
問
題
を
は

じ
め
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
、
製
造
現

場
派
遣
の
原
則
禁
止
等
は
新
政
権
の
マ

ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
で
あ
る
。
す
で
に
失
業

率
は
５
・
７
％
と
過
去
最
悪（
７
月
）
に

な
り
、
年
内
に
は
６
％
以
上
、
来
春
に

は
さ
ら
に
上
が
り
、
社
会
不
安
は
増
大
、

有
効
求
人
倍
率
は
０
・
４
２
倍
と
過
去
最

低
、
働
く
人
の
３
人
に
１
人
は
パ
ー
ト
、

派
遣
労
働
な
ど
の
非
正
規
雇
用
が
あ
る
。

さ
ら
に
そ
の
背
景
に
は
、
中
堅
層
が
減

少
し
て
「
経
済
格
差
」
な
る
も
の
が
広
が

り
、
米
国
に
次
い
で
日
本
も
こ
れ
が
社

会
問
題
を
広
げ
て
い
る
。

　

雇
用
問
題
の
中
心
課
題
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
労
使
間
で
は
も
ち
ろ
ん
、

労
労
間
、
大
・
中
小
企
業
間
で
意
見
が
分

か
れ
、
日
本
経
済
に
対
し
て
、「
諸
刃
の

働
き
」
と
し
て
作
用
す
る
と
も
評
さ
れ
る

が
、
一
方
で
技
能
訓
練
・
再
教
育
も
活
発

化
し
て
お
り
、
政
治
主
導
に
よ
る
労
働

者
生
活
改
善
へ
の
粘
り
強
い
施
行
努
力

が
求
め
ら
れ
る
。

　

自
助
努
力
と
そ
れ
を
支
え
る
活
動
の

自
由
・
き
び
し
さ
無
し
に
は
明
る
い
明

日
の
社
会
は
な
い
。

　

成
熟
社
会
日
本
の
道
は
、
教
育
・
医

療
・
介
護
等
の
知
識
・
サ
ー
ビ
ス
産
業

の
育
成
、
農
林
業
で
の
雇
用
創
出
、
そ

し
て
年
金
・
国
民
生
活
の
安
定
・
充
実
に
、

官
と
英
知
を
出
し
合
う
、
日
本
独
自
の

労
使
の
粘
り
強
い
協
力
関
係
に
よ
っ
て

切
り
開
か
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。

　

そ
れ
が
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
日
本
の

優
れ
た
経
営
哲
学
を
体
験
し
て
き
た
私

の
思
い
で
あ
る
。


